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研究成果の概要（和文）：本研究は、健康寿命と生活の質(QOL)に直結する生活習慣病の発症と重症化を防ぐた
めの科学的エビデンスを多数確立することを目的に、地域に蓄積された健診、レセプト、介護保険等の保健医療
ビッグデータを結合したデータベースを構築、解析したものである。成果として、健康寿命の三大決定因子、重
症糖尿病合併症のリスク因子、食事・運動療法に関わる新エビデンス、高血圧と心血管疾患との詳細な関連、体
力と各種疾患との関連、服薬アドヒアランスの意義、学童、若年者の生活習慣と生活習慣病との関連などを解明
し得た。地域に眠るビッグデータにより健康長寿に役立ち、予防・治療や対策立案に資する世界的なエビデンス
を多数樹立できた。

研究成果の概要（英文）：This study aims to establish a large number of scientific evidences to 
prevent the incidence and aggravation of lifestyle-related diseases that are directly linked to 
healthy life expectancy and quality of life. We constructed and analyzed a database that combines 
healthcare big data accumulated in the community, including health checkups, receipts, and long-term
 care insurance. 
As a result, we were able to establish a number of world-class evidences that are useful for healthy
 longevity and contribute to prevention, treatment, and planning of countermeasures through the big 
data sleeping in local communities. These results included the three major determinants of healthy 
life expectancy, risk factors for severe diabetic complications, new evidence related to diet and 
exercise therapy, relationship between physical fitness and various diseases, significance of 
medication adherence, and relationship between lifestyle and lifestyle-related diseases in school 
children and young adults.

研究分野： 代謝内分泌内科学、生活習慣病学、疫学、ビッグデータサイエンス、食事・運動療法
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ス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
健康寿命延伸は世界の人々の願いである。今回の成果は、例えば若年時のどのような生活習慣（スマホ使用、運
動など）や健診結果が、将来、健康寿命を短縮させる重篤疾患に結びつきやすいかなど、社会的関心・重要性が
高い問いに対し、科学的根拠に裏付けられた解答を提示したものである。これらの成果は、医療従事者や行政担
当者の保健指導、診療や政策立案業務に役立つのみならず、国民一人ひとりが日々の生活ですぐに実行可能な、
具体的で信用できる健康情報として、わが国のみならず世界の人々に成果を還元することができた。これによ
り、地域に眠る保健医療ビッグデータが社会に大きく貢献し得ることが示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
わが国は、ほぼ世界最長の寿命を達成したが、健康寿命との差は約 10 年もあり、まだ真の健

康長寿国とは言えない。健康寿命短縮および QOL 大幅低下、医療費高騰に直結する重症アウトカ
ム（脳卒中、心筋梗塞、腎透析、サルコペニア、フレイルなど）の多くは、青壮年期の生活習慣
病（糖尿病、高血圧、脂質異常症、肥満症、メタボリックシンドロームなど）、さらには学童期
を含む若年期の生活習慣に起因する。したがって、それら両者間の関連を長期縦断的に解析し、
上記重症アウトカムを予防するための、実効性ある科学的エビデンスを確立することは喫緊の
課題である。 
一方、わが国においては、膨大な保健医療ビッグデータが日々蓄積されており、これらは健康

医科学研究においては「宝の山」であるにも関わらず十分活用されていない。その最大の理由は、
細分化された多数のデータベースが多部署で別々に管理され、多因子を含む長期縦断解析がで
きないためである。この現状を打開するため研究代表者らは、各種保健医療ビッグデータを結合
し、長期的推移を継時的に追跡できるシステムを構築し、それにより、AI（人工知能）活用も含
む縦断解析を実施し、長期的な発症リスク要因やメカニズムを解明してきた。 
 
新潟県は、高齢化が進行し、都会、過疎地、農村、漁村、豪雪地帯、離島などを多くの背景を

包含したわが国の縮図とも言え、人口の異動が比較的少なく、各種データベースも比較的一元的
に管理されている。そして大学、県とも保健医療ビッグデータ活用の重要性に早くから気づき、
全国モデルとするために個人情報、管理主体の違いなどの制度的、法律的問題をクリアするため
の作業を積み重ねてきた。今回の研究では、この新潟県の良好な研究環境を活用することとした。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、地域に蓄積された保健医療ビッグデータを活用して、健康寿命と QOL に直結

する生活習慣病の発症と重症化を防ぐための科学的エビデンスを多数確立することである。こ
れは申請者を主任研究者とする研究グループが 20 年間一貫して追求し、多くの成果を上げてき
たテーマでもあり、その延長線上にある本プロジェクトは、これを深化・発展させるものと位置
付けられる。 
具体的には、新潟県内を中心とした学校検診、職域検診、特定検診、人間ドックを含む健診と

電子カルテとレセプトと介護保険の各データベースをリンクした地域包括保健医療データベー
スを構築し、解析することにより、地域のみならず国全体、あるいは世界的な医療・保健課題に
対し、生活習慣と医療を包括した解答を得る。たとえば、若年時のどのような生活習慣や健診結
果などが、健康寿命を短縮させる脳卒中、心筋梗塞、腎透析などの重症アウトカムに結びつき、
さらに要介護状態に移行しやすいか（＝健康寿命が損なわれやすいか）など、最も関心とニード
の高い保健医療上のリサーチクエスチョンに対し、現代日本の現実社会を反映するビッグデー
タに基づく科学的根拠を得て、現場診療や対策立案を可能にする。 
 
３．研究の方法 
 
上記目的を達成するために、小児から後期高齢者までの全世代において、前述の健康寿命を短

縮させるイベントのリスク因子、生活習慣改善や健診受診、定期的通院の意義など健康寿命短縮
や QOL 低下を予防するための解析を実施した。各種統計手法等の詳細は、紙面の関係で各論文の
方法の項に譲るが、使用データベースは下記のとおりである。 
【使用データベース】 
① 診療報酬請求データ →診療処置、処方、医療費のデータ 
② 介護保険データ →介護が必要になった理由や要介護度、必要介護内容・費用 
③ 企業検診 →ストレスチェックの結果も含む、新潟県全域の百万人分を超えるデータ 
④ 人間ドック →生活習慣に関わるアンケートのデータも含む 
⑤ 学校保健 →学校健診、生活習慣データ、詳細な食事調査、体力テスト  
について、できるだけ長期の縦断となるように結合した。 
 
上記の異なるフォーマットのデータベース統合は、新潟大学ビッグデータ・アクティベーショ

ンセンターの情報工学専門家が中心となって実施した。構築されたデータベースの解析、吟味、
論文作成、発表などは、分担研究者との共同作業により、教授２名、准教授２名、助教 3名、助
手 1名、大学院生 5名からなるチームが主に実施した。 
なお、本研究においては解析効率を高めるため、カバーするライフステージ別に下記の２つの

プロジェクトに分けて実施した。 
［プロジェクト１ 学童期→青年期］ 
地元小学 5 年生・中学 2 年生約 2000 名の詳細な食事内容(食物摂取頻度調査票の BDHQ)、 身



体活動（国際身体活動質問票 IPAQ および身体活動計測計）、その他の生活習慣（ストレス、交友
関係、スマホ使用状況など）、スポーツテスト結果（持久力や筋力）と、成人式健診の肥満度、
血圧、血糖、脂質データおよび生活習慣との関連を解明する。受診状況確認のため、レセプトデ
ータも用いる。 
［プロジェクト２ 青壮年期→老年期］ 
職域を中心に職場健診・人間ドックのデータと、電子カルテ・レセプトによる重症疾患発症・

受診状況・医療費のデータと、介護の導入や重症度との関連を解明する。 
 
４．研究成果 
 
従来、上記の目的達成のためには、詳細なベースライン調査と長期フォローアップ体制を完備

した数千人以上の大規模前向きコホートを立ち上げる必要があった。しかし、そのためには十年
以上の歳月と膨大な費用・労力を要する。しかし我々は、情報工学専門家との共同研究により、
異なるフォーマットの保健医療ビッグデータベースを縦断的に個人突合する独自の手法を確立
し得た。そして、診療報酬請求データベースにおいて、病名のみに頼らずに寿命や健康寿命に悪
影響を及ぼす重篤アウトカムを同定する手法の妥当性を証明し得たことも特記すべき成果で、
本法普及の礎を築くことができた。これにより、長期の生活習慣の影響等が、これまで例がない
ほど短期間に解明可能な体制を構築した。 
 
さらに本研究では、臨床医学、看護保健学、栄養学、運動学、医療情報学、医療統計学などの、

多くの関連分野の現場経験を有する研究者が学際融合した集学的・職種横断的研究チームを持
ち、医学のみならず、栄養、身体活動、心理、介護、医療経済の各側面から、真に国民と社会に
役立つ指標について評価することが可能となった。 
 
３年間にわたる本研究の成果として、現場の健康寿命を短縮させる各種疾患の予防・治療に役

立つ多くの科学的エビデンスを樹立することができた。これら多数の成果は、ほぼすべて英文原
著論文化後、国際誌に掲載発表されており、さらにそのうち多くは、それに先駆けて国際学会で
も発表された。その総数は、英文原著論文 37編、総説 15編、著書 16編、国際学会発表 40件、
招待講演・シンポジウム 24 件（主任研究者分のみ）に達した。これらは、現場指導や診療や健
康施策立案にすぐに役立つ科学的エビデンスとして、診療ガイドラインに多数採用されるなど、
現場改善に貢献し、一部については、専門誌のみならず、新聞、テレビなどでも報道され、人々
の健康リテラシーや生活習慣改善に貢献した。 
このように成果は非常に多数であり、紙面の関係からそれらすべての内容を記述することは

できないが、これらのうち、重要と思われるものの一部を選択して述べる。 
 
【健康寿命に関わる重要因子の同定】 
介護保険と特定健診・診療報酬データベースとの突合により、青壮年期のどのような条件や生

活習慣が介護必要状況をもたらすのかも解明できた。その結果、わが国において、健康寿命を短
縮させる三大因子は、「糖尿病」、「運動不足」、「痩せ過ぎ」の３つであり、意外なことに、太り
過ぎより痩せ過ぎの方が、健康寿命を短縮させることが明らかになった。 
また糖尿病の影響の大きさが再認識されたが、たとえ、糖尿病に罹患していても、継続的に運

動している者では、糖尿病合併症である心血管疾患のリスクの有意上昇は見られず、運動療法の
効果と重要性が明らかになった。このようなエビデンスは、健康寿命延伸の対策そのものに役立
つのみならず、QOL 向上や医療費削減にも大きく貢献するはずである。 
 

【重症糖尿病合併症のリスク因子解明】 
わが国の透析導入原因疾患の第一位、成人失明原因の第二位を占めるのは、いずれも糖尿病合

併症である糖尿病腎症、網膜症である。しかし近年の医療レベル向上により、これら合併症の重
症例の絶対発症率は以前よりは低下したため、従来型コホート研究では、重症例イベント数が十
分確保できなくなっていた。このため、健康寿命に直結する最重要アウトカムは透析導入や失明
であるにも関わらず、従来、それらの代わりに腎症や網膜症そのものの発症を代替エンドポイン
トとして 研究が進められてきた。今回の研究では、そのような代替エンドポイントでなく、健
康寿命を終了させる重症合併症そのものをエンドポイントとする解析が可能となり、それらの
リスク因子や基準値が多数解明された。 
たとえば、現在の多くの生活習慣病関連のガイドラインに示されている心血管リスク因子の

コントロール目標（①LDL-C < 120mg/dl、②HbA1c < 7%、③BP mmHg、④禁煙）の達成度と、冠
動脈疾患リスクとの詳細な関係は、これまでわが国では十分に検討されていなかった。今回の研
究でその詳細が明らかになり、糖尿病の有無にかかわらず、上記①～④のいずれか一つの目標を
達成すると、冠動脈疾患リスクは約 1/2 に、二つ達成すると約 1/4 に、三つ達成すると約 1/5 ま
で低減していた。さらに、たとえ糖尿病患者であっても、上記の目標すべてを達成していれば、
非糖尿病者と比較しても冠動脈疾患リスクの有意な上昇は見られないことも明らかにした。 
 

【糖尿病の食事療法や薬物療法に関わるエビデンス】 



生活習慣病の代表格である糖尿病に関しては、近年の日本人２型糖尿病患者における食事内
容と身体活動量の実態を同一集団において明らかにし、さらにその最近２０年間の変遷を明ら
かにした。また、新たな食事内容評価の指標である「エネルギー密度」について、肥満との関連
を２型糖尿病患者において明らかにできた。一方、高齢糖尿病患者では若年患者とは異なり、塩
分摂取量が必ずしも心血管疾患等の合併症と有意に関連しないこと、タンパク摂取不足が死亡
率上昇と有意に関連していたこと、ビタミン B6摂取が網膜症 発症抑制と、などの今後のガイド
ラインに収載されるべきエビデンスを多数報告した。 
 

【高血圧と心血管疾患との詳細な関連の解明】 
日本人を対象にした境界型を含む糖尿病の有無別の、一次、二次予防別の脳卒中リスクのプロ

ファイルの詳細が解明できた。その結果、脳卒中発症に対する耐糖能や血糖コントロールの影響
は、脳卒中既往と比較すると非常に小さく、脳卒中既往のある糖尿病患者において、血糖よりも
血圧が脳卒中再発に影響していたことを世界で初めて明らかにしたことで、当該分野で最高の
インパクトファクター19の米国糖尿病学会誌に掲載された。 
 

【体力の生活習慣病を始めとする各種疾患との関連の解明】 
また、低体力が糖尿病や脂質異常症などの生活習慣病の他、難聴や緑内障など加齢関連感覚器

疾患のリスクにもなること、体の柔軟性が低いことが高血圧発症リスクになること、身体活動量
と難聴発症との関連など興味深い結果を明らかにし、いずれも高インパクトファクターの国際
誌に発表した。 
 
【服薬アドヒアランスの重要性に関するエビデンス】 
経口糖尿病薬のアドヒアランスと血糖コントロールや合併症との関連を明らかにし、アドヒ

アランス低下を見分ける関連因子を解明した。さらに、糖尿病患者において大きな問題になって
いた足壊疽について、その高リスク者を、薬物アドヒアランス低下と血糖コントロールとの組み
合わせにより同定し得た。 
 

【糖尿病治療の医療経済的効果の解明】 
日本人２型糖尿病患者を対象とする治療薬の医療経済評価モデルを構築し社会実装した。ま

た、塩分摂取量と心不全リスクとの関連をメタアナリシスにより明らかにし得た。 
 
【糖尿病以外の生活習慣病に関するエビデンス】 
糖尿病以外についても、日本人における身体活動量と脂質異常症発症との関連、健診ビッグデ

ータ解析による COVID-19 による自粛生活の健康状態への影響も報告した。 
 
【学童、若年者における生活習慣と肥満や生活習慣病との関連の解明】 
肥満の中学生は、標準体重の中学生に比べ、血圧、non-HDL-C、HbA1c の 3 指標を合成したス

コアが全対象者の１SD 以上の心血管代謝異常リスクを持つ可能性が３倍近く有意に上昇してい
たことを見出し、小児期からの肥満対策の重要性を明らかにした。また、中学生時代の食生活や
スマホ使用などの生活習慣が 20 歳時の若年肥満リスクと関連することや、40 歳未満の糖尿病患
者はそれ以上と比較して、非糖尿病者と比較した心筋梗塞リスクが 10 倍以上と極端に上昇する
ことなどなどを発表した。 
 
≪成果の総括≫ 
これらの成果により例えば、若年時のどのような生活習慣や検診結果が、健康寿命を短縮させ

る重篤イベントに結びつきやすいかなど、最も社会的関心および必要性の高いリサーチクエス
チョンに対して、科学的根拠に裏付けられた解答を提示し、それに基づく対策に活かすことがで
きた。そして、保健医療のプロフェッショナルが、保健指導・診療・政策立案に活用できるのみ
ならず、国民一人ひとりが日々の生活ですぐに実行可能な、具体的で信用できる健康情報として、
わが国のみならず世界の人々に成果を還元することができた。今後は、今回の成果を活かし、さ
らに保健医療ビッグデータが社会に貢献し得ることの全貌を明らかにし、この分野の研究発展
に寄与していきたい。 
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

Sato T, Fujihara K, Yamada H. M, Yaguchi Y, Kitazawa M, Matsubayashi Y, Iwanaga M, Yamada T, Kato K, Sone H
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Inhibitor Tofogliflozin

Difference between Comprehensive Physical Fitness Age and Calendar Age Is a Potent Predictor of Incident Metabolic Syndrome
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